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◆妊娠腹部内の胎児の状態を把握する方法は限られている。胎児超音波検査はリアルタイムかつ低侵襲に行
えるよい検査である。しかし、走査には熟練を要するため顕在的/潜在的需要を満たすだけの医療資源が不足
している。

◆従来の超音波検査では超音波の送受信点が同一であったため、プローブ自身への反射波以外の情報は活
用できなかった。本プロジェクトでは、胎児を取り囲むようにプローブを配置することで、網羅的かつ定量的に

データを取得した。また、多点における超音波反射波から対象物体の3次元再構成が可能であることを
世界で初めて実証した。本成果は専門性を要さずに妊婦自身で装着可能なデバイス実現の第一歩である。
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